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村
は
国
の
土
砂
災
害

防
止
法
の
警
戒
区
域
に
指

定
さ
れ
て
い
る
の
か
、
ま

た
、
土
砂
災
害
の
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
早
急
に
作
成
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

　

土
砂
災
害
防
止
法

は
、
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
区

域
に
、
危
険
の
周
知
、
警
戒

避
難
体
制
の
整
備
等
を
推

進
す
る
た
め
に
定
め
ら
れ
、

土
砂
災
害
警
戒
区
域
は
、
警

戒
避
難
体
制
を
特
に
整
備

す
る
区
域
を
言
い
、
土
砂

災
害
警
戒
区
域（
イ
エ
ロ
ー

ゾ
ー
ン
）
と
土
砂
災
害
特
別

警
戒
区
域（
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン
）

に
区
分
さ
れ
ま
す
。

　

本
村
で
は
、
土
砂
災
害
警

戒
区
域
及
び
土
砂
災
害
特

別
警
戒
区
域
と
し
て
22
年

3
月
に
2
箇
所
が
重
複
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
に
至
っ
て
お
り
ま

せ
ん
が
地
元
や
関
係
機
関

の
意
見
を
聞
き
、
地
域
ご
と

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成

を
進
め
ま
す
。

光
伝
送
路
の
活
用
法
は

　

豪
雨
状
況
に
よ
っ
て

は
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な

い
が
対
策
は
。

　

ま
た
、
村
内
に
引
か
れ
た

光
伝
送
路
の
利
用
方
法
は
。

　

災
害
時
に
防
災
無
線

の
内
容
が
確
実
に
伝
わ
る

よ
う
、
昨
年
度
末
に
個
別
受

信
機
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
公
共
施
設
、
議
員
、
消
防

団
関
係
者
、
自
治
会
関
係

者
、
各
種
委
員
の
方
々
に
、

防
災
無
線
を
受
信
す
る「
防

災
ラ
ジ
オ
」
を
8
0
3
台
貸

与
し
て
ま
す
。
こ
れ
で
、
よ

り
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
伝
達

が
行
わ
れ
、
防
災
無
線
の
機

能
を
補
完
で
き
る
と
期
待

し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
末
に「
滝
沢
村
デ
ジ

タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
解
消
事

業
」で
整
備
し
た
光
伝
送
路

を
活
用
し
、「
河
川
氾
濫
シ

ス
テ
ム
」の
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
集
中
豪
雨
等

に
よ
り
氾
濫
の
恐
れ
が
高

い
小
規
模
河
川
を
監
視
す

る
シ
ス
テ
ム
で
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
で
小

岩
井
な
ど
５
箇
所
の
河
川

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
は

　
「
救
急
医
療
情
報
キ
ッ

ト
」の
取
り
組
み
は
。

　

キ
ッ
ト
の
導
入
に
つ

い
て
は
、
高
齢
者
支
援
課
が

防
災
防
犯
課
及
び
盛
岡
西

消
防
署
滝
沢
分
署
と
個
別

に
協
議
を
し
て
い
る
段
階
で

す
。

　

公
約
達
成
率
と
主
な

実
績
は
ど
う
で
し
た
か
。

　

公
約
の
７
割
台
の
達

成
率
で
す
。
主
な
も
の
は
、

①
広
域
合
併
に
関
す
る
住

民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

と
住
民
投
票
条
例
制
定
。

②
小
中
学
校
の
耐
震
化
率

1
0
0
％
の
達
成
。

③
自
主
防
災
組
織
の
設
置

数
の
拡
大
と
新
た
な
役

場
消
防
分
団
の
設
置
。

④
19
年
度
か
ら
中
期
財
政

見
通
し
の
公
表
と
村
独

自
の「
行
財
政
改
革
加
速

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
を

作
成
。

⑤
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
計

画
的
な
配
置
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ

Ｐ
Ｕ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
の
開
設
や
岩
手

県
立
大
学
周
辺
産
業
集

積
整
備
事
業
に
着
手
し

て
お
り
ま
す
。

　

次
期
へ
の
抱
負
は
ど

う
で
す
か
。

　

28
年
国
体
を
見
据

え
、
交
流
拠
点
複
合
施
設

や
高
速
道
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
設
置
な
ど
の
実
現
を

始
め
、
現
場
主
義
、
住
民
目

線
、
行
政
情
報
の
発
信
を
踏

ま
え
、
第
５
次
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の「
滝
沢
ら
し

さ
の
確
立
」「
若
者
定
住
」「
食

育
の
推
進
」の
３
つ
の
重
点

政
策
を
進
め
ま
す
。

学
校
も
多
彩
な
食
育
推
進

　

学
校
で
の
食
育
実
践

は
ど
う
で
す
か
。

　
「
総
合
的
な
学
習
」を

活
用
し
、「
田
植
え
か
ら
稲

刈
り
ま
で
の
稲
作
」「
摘
花

か
ら
収
穫
ま
で
の
り
ん
ご

栽
培
」「
そ
ば
蒔
き
か
ら
刈

取
り
、
脱
穀
、
そ
ば
打
ち
ま

で
の
そ
ば
栽
培
」「
大
豆
を

蒔
き
、
収
穫
、
食
品
加
工
と

し
て
の
豆
腐
づ
く
り
」「
牛

の
乳
搾
り
体
験
と
バ
タ
ー

作
り
」
な
ど
、
地
元
の
人
的

資
源
を
活
用
し
な
が
ら
食

に
関
す
る
豊
か
な
体
験
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

滝
沢
村
の
農
業
振
興

計
画
も
見
直
し
の
時
期
に

入
っ
て
お
り
、
計
画
の
進
捗

及
び
今
後
の
方
向
に
つ
い

て
お
聞
き
し
ま
す
。

①
農
業
生
産
体
制
の
整
備

及
び
産
地
直
売
施
設
の

整
備
・
地
産
地
消
の
確

立
に
つ
い
て
。

②
水
田
農
業
ビ
ジ
ョ
ン
・

集
落
営
農
体
系
の
確
立

及
び
担
い
手
育
成
を
含

め
た
集
落
営
農
組
織
の

育
成
に
つ
い
て
。

　
　

ま
た
、
農
業
振
興
条

例
の
制
定
の
考
え
は
な

い
か
。

①
体
制
に
つ
い
て
は
、

関
係
団
体
と
の
情
報
提

供
で
支
援
し
て
い
ま
す
。

現
在
運
営
し
て
い
る
直

売
施
設
を
支
援
し
、
地
産

地
消
の
推
進
は
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
の
場
を
増
や
し

P
R
し
て
い
き
ま
す
。

②
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
20
集
落
あ

り
ま
す
が
、
実
践
さ
れ
て

い
な
い
集
落
も
あ
り
ま

す
。
集
落
営
農
も
部
分

的
に
は
あ
り
ま
す
が
進

ん
で
い
ま
せ
ん
。
引
き
続

き
農
家
・
関
係
団
体
と

検
討
を
進
め
ま
す
。

　
　

農
業
振
興
条
例
に
つ

い
て
は
、
今
後
調
査
研
究

し
て
い
き
ま
す
。

地
域
主
権
改
革
で
地
方
自

治
体
は
良
く
な
る
の
か

　

政
府
は
６
月
に「
地

域
主
権
戦
略
大
綱
」を
閣
議

決
定
し
た
が
、
地
方
自
治
体

へ
の
影
響
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
す
。

①
義
務
付
け
・
枠
付
け
の

見
直
し
及
び
条
例
制
定

権
の
拡
大
で
権
限
を
自

治
体
に
移
す
こ
と
で
、
逆

に
社
会
保
障
な
ど
の
破

壊
に
つ
な
が
る
危
険
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
。

②
自
治
体
へ
の
投
資
補
助

金
を
廃
止
し
、「
一
括
交

付
金
」
化
す
る
こ
と
が
具

体
的
に
動
き
出
し
た
が
、

一
括
交
付
金
に
つ
い
て
ど

う
考
え
て
い
ま
す
か
。

①
こ
れ
ま
で
は
国
が
決

定
し
た
こ
と
が
、
地
方
の

条
例
で
決
定
で
き
る
こ

と
で
自
ら
の
判
断
と
責

任
で
基
準
の
設
定
で
き

る
こ
と
で
あ
り
、
地
域
主

権
の
本
質
と
考
え
ま
す
。

②
一
括
交
付
金
化
は
、
地
方

の
自
由
裁
量
拡
大
に
寄

与
す
る
も
の
で
す
が
、
総

額
は
現
行
補
助
金
と
変

わ
ら
な
い
こ
と
が
前
提

と
考
え
ま
す
。

　

村
は
、
教
育
・
研
究
機
関

が
立
地
し
て
い
る
県
立
大

学
隣
接
に
、
産
業
振
興
、
雇

用
の
確
保
を
目
的
と
し
た

（
仮
称
）※
Ｉ
Ｐ
Ｕ
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
パ
ー
ク
は
来
年
度

着
工
に
入
り
ま
す
が
、
以
下

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

滝
沢
村
、
岩
手
県
、

県
立
大
学
と
の
役
割
分
担

範
囲
は
。

　

県
は
用
地
の
提
供
、

大
学
と
の
連
携
や
企
業
誘

致
。
大
学
は
教
育
、
研
究
資

産
を
提
供
し
、
共
同
研
究
で

連
携
、
支
援
す
る
。
村
は
企

業
誘
致
を
図
り
な
が
ら
用

地
造
成
、
研
究
室
の
整
備
と

運
営
を
行
い
ま
す
。

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
も「
働
く
場
所
の
確
保
」

が
重
要
課
題
と
位
置
付
け

て
い
ま
す
が
、
雇
用
の
見
込

み
と
経
済
効
果
を
ど
う
考

え
る
か
。

　

県
立
大
学
は
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
技
術
面
で
企
業
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
、
若
者
を

中
心
に
２
０
０
～
３
０
０
人

の
雇
用
が
図
ら
れ
ま
す
。

　

先
に
分
譲
の
リ
サ
ー

チ
パ
ー
ク
、
20
年
開
所
の
Ｉ

Ｐ
Ｕ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
は
現
在
も
空
き
が
あ

る
が
、
そ
の
検
証
と
需
要
見

通
し
は
ど
う
か
。

　

リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
は

毎
年
一
社
ほ
ど
の
立
地
が
あ

り
、
セ
ン
タ
ー
は
早
い
段
階

に
満
室
に
な
る
よ
う
努
力

し
ま
す
。

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の

　
　
　
現
状
と
今
後
は

　

指
導
員
は
安
定
し
た

給
与
水
準
に
は
遠
く
、
委
託

料
の
確
保
、
給
与
改
善
に
ど

う
考
え
る
か
。

　

委
託
料
の
基
本
加
算

を
増
額
す
る
な
ど
調
整
し
、

厳
し
い
財
政
運
営
の
中
、
確

保
に
努
め
た
い
。

　

地
域
格
差
の
是
正
、

父
母
の
負
担
解
消
か
ら
も
、

村
で
運
営
基
準
を
作
り
、
統

一
を
図
る
考
え
は
。

　

こ
れ
ま
で
村
の
規
定

が
な
い
こ
と
か
ら
、「
滝
沢

村
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
実
地
要
綱
」の
素
案
を

作
成
し
た
の
で
、
父
母
会
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め

る
考
え
で
す
。

問

問

問

問

問

問

問

問

問問

問

問問

答

答

答

答答

答答
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答答答

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

　
　
　

作
成
す
べ
き
で
は

村
長
一
期
の
総
括
と

　

次
期
へ
の
抱
負
を
問
う

農
業
振
興
整
備
計
画
の

　
　
　
　
　

今
後
の
方
向
は

Ｉ
Ｐ
Ｕ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　

パ
ー
ク
需
要
見
通
し
は

地
域
ご
と
の
マ
ッ
プ
の

　
　
　
　
作
成
を
進
め
ま
す

公
約
の
七
割
実
現

　
次
期
も
住
民
目
線
で
執
政

体
制
と
基
盤
強
化
の
た
め

　
　
　
　
　
関
係
機
関
と
支
援

人
材
育
成
機
能
強
化
で

　
　
　
　
　
展
開
が
生
ま
れ
る

相原 孝彦議員

高橋 盛佳議員

武田 猛見議員

桜井 博義議員
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※
「
I
P
U
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

パ
ー
ク
と
は
」

　

約
3
ha
の
土
地
を
事
業
所

研
究
所
エ
リ
ア
と
し
て
県
・

県
大
・
村
の
3
者
が
主
体
と

な
り
開
発
を
進
め
る
。




